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(57)【要約】
【課題】室外ユニットのファンモータ台の組み立て作業
を容易にして工数の低減させること。
【解決手段】室外ユニットの下面を構成する基板１の中
央の凸形状部７の上部に前方に開口するコの字形状の引
っ掛け部８を設け、また基板１の上部に装着されるファ
ンモータ台の下部板１３に係合平面部１６を設け、引っ
掛け部８と係合平面部１６が前方から係合する構成とし
たことで、ファンモータ台の仮固定を強固にさせること
ができて、基板１とファンモータ台のネジの締め付け作
業を容易にすることができるとともに、仮固定の治具の
使用などが必要でなく余分な工数が不要となる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
室外ユニットの下面を構成する基板と、ファンモータを固定するファンモータ台を備え、
前記基板の上面にファンモータ台の下部を固定する構成とした空気調和機の室外ユニット
であって、前記基板の中央に凸形状部を形成し、該凸形状部の上部に、前記室外ユニット
の前方に開口するコの字形状の引っ掛け部と、当該引っ掛け部の両側に中央にネジ座を有
する切起こし固定部とを前記基板と一体で設けるとともに、前記ファンモータ台は下部を
構成する下部板と垂直な面を形成する正面板で構成し、前記下部板の前記引っ掛け部に対
応する位置に係合平面部を設けるとともにその両側の前記正面板にネジ穴を設け、前記引
っ掛け部と前記係合平面部が前方から係合し、かつ、前記切起こし固定部のネジ座と前記
ネジ穴が係合するとした空気調和機の室外ユニット。
【請求項２】
基板の凸形状部の上部に角穴を設け、ファンモータ台の下部板の前記引っ掛け部に対応す
る位置に下方に突き出し後方に開口したコの字形状の引っ掛け部を前記基板と一体で設け
、前記基板の角穴の後方の壁面に前記引っ掛け部が係合したことを特徴とする請求項１に
記載の空気調和機の室外ユニット。
【請求項３】
基板の凸形状部の上部に前記凸形状部から直立する垂直片を前記基板と一体で設け、ファ
ンモータ台の下部板の正面板に隣接する位置にスリット穴を設け、前記基板の垂直片が前
記下部板のスリット穴を介して垂直片の後方側の端面と正面板が接触して係合したことを
特徴とする請求項１に記載の空気調和機の室外ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の室外ユニットのファンモータ台の取付構造に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機の室外ユニットは、放熱、または吸熱のためファンおよびファンモー
タを備え、またファンモータ台がそれを保持する構成となっている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　図９、図１０は、特許文献１に記載された記載された従来の空気調和機の室外ユニット
のファンモータ台の構造である。図に示すようにファンモータ台は、左右の柱３１ａ、３
１ｂと下部固定具３２と上部固定具３３とモータ固定具３４で構成され、下部固定具３２
が底板３５に固定され、上部固定具３３は、熱交換器３６に固定される。またファンモー
タ固定具３３の中央のモータ用孔３７にファンモータ３８が装着され、ファンモータ３８
の軸の先端にファン３９が取り付けられている。
【特許文献１】特開２００６－２９２１９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記従来の空気調和機の室外ユニットでは、ファンモータ台の下部を構
成する下部固定具３２と底板３５が単にネジ固定されているのみであり、上部固定具３３
が熱交換器３６に固定される状態では、ファンモータ台は安定するが、熱交換器３６がな
くて上部固定具３３が固定されないときや、ファンモータ台に事前にファンモータ３８を
搭載してから、下部固定具３２を底板３５に固定しようとするときは、ファンモータ台が
上下に長くまた、ファンモータ３８でファンモータ台の重心が前に片寄るためファンモー
タ台が前傾きとなって不安定な状態となり、下部固定具３２と底板３５のネジ固定作業が
困難なものとなっていた。そのためファンモータ台を仮固定する治具を用いるなどの余分
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な工数がかかっていた。
【０００５】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、室外ユニットのファンモータ台の組み立
て作業を容易にして工数の低減をさせた空気調和機の室外ユニットを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機の室外ユニットは、室外ユニッ
トの下面を構成する基板の中央の凸形状部の上部に前方に開口するコの字形状の引っ掛け
部を設け、また基板の上部に装着されるファンモータ台の下部板に係合平面部を設け、引
っ掛け部と係合平面部が前方から係合する構成としたものである。
【０００７】
　これによって、ファンモータ台の仮固定を強固にさせることができて、基板とファンモ
ータ台のネジの締め付け作業を容易にすることができる。また、仮固定の治具の使用など
が必要でなく余分な工数が不要となる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の空気調和機の室外ユニットは、ファンモータ台の仮固定を安定させることがで
きてネジの締め付け作業を容易にすることができるとともに、仮固定の治具の使用などが
必要でなく余分な工数が不要となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　第１の発明は、室外ユニットの下面を構成する基板と、ファンモータを固定するファン
モータ台を備え、前記基板の上面にファンモータ台の下部を固定する構成とした空気調和
機の室外ユニットであって、前記基板の中央に凸形状部を形成し、該凸形状部の上部に、
前記室外ユニットの前方に開口するコの字形状の引っ掛け部と、当該引っ掛け部の両側に
、中央にネジ座を有する切起こし固定部とを前記基板と一体で設けるとともに、前記ファ
ンモータ台は、下部を構成する下部板と垂直な面を形成する正面板で構成し、前記下部板
の前記引っ掛け部に対応する位置に係合平面部を設けるとともにその両側の前記正面板に
ネジ穴を設け、前記引っ掛け部と前記係合平面部が前方から係合し、かつ、前記切起こし
固定部のネジ座と前記ネジ穴が係合するとしたものであり、基板の引っ掛け部が下部板の
係合平面部を挟み込んで密着させて強固に固定保持することができる。従って、ファンモ
ータ台の仮固定を安定させることができて、基板とファンモータ台のネジの締め付け作業
を容易にすることができる。また、仮固定の治具の使用などが必要でなく余分な工数が不
要となる。
【００１０】
　また、係合する方向を前方としたから、組み立て作業性も良好であり、市場でのサービ
ス性も同様に良好とすることができる。
【００１１】
　また、引っ掛け部及び切起こし固定部は、基板から一体で形成されるからその形状の精
度がよく、また強度も十分である。さらに引っ掛け部及び切起こし固定部の形成でできた
基板の穴は、ファンモータ台の下部板で被うから美観も良好である。
【００１２】
　第２の発明は、基板の凸形状部の上部に角穴を設け、ファンモータ台の下部板の前記引
っ掛け部に対応する位置に下方に突き出し後方に開口したコの字形状の引っ掛け部を前記
基板と一体で設け、前記基板の角穴の後方の壁面に前記引っ掛け部を係合するとしたもの
で、引っ掛け部が基板とファンモータ台の下部板を密着させて基板とファンモータ台は強
固に固定保持される。
【００１３】
　従って、ファンモータ台の仮固定を安定させることができて基板とファンモータ台のネ
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ジの締め付け作業を容易にすることができる。また、仮固定の治具の使用などが必要でな
く余分な工数が不要となる。また、係合する方向を前方としたから、組み立て作業性も良
好であり、市場でのサービス性も同様に良好とすることができる。
【００１４】
　また、引っ掛け部は、ファンモータ台と一体で形成されるからその形状の精度がよく、
また強度も十分である。またさらに、組立て状態では、引っ掛け部は見えることがないか
らファンモータ台の外観が良好である。
【００１５】
　第３の発明は、基板の凸形状部の上部に前記凸形状部から直立する垂直片を前記基板と
一体で設け、ファンモータ台の下部板の正面板に隣接する位置にスリット穴を設け、前記
基板の垂直片が前記下部板のスリット穴を介して垂直片の後方側の端面と正面板が接触し
て係合する構成としたもので、基板の垂直片が、ファンモータ台の前方への動きを規制し
て保持を容易に行うことができる。
【００１６】
　従って、ファンモータ台の仮固定を安定させることができて基板とファンモータ台のネ
ジの締め付け作業を容易にすることができる。また、仮固定の治具の使用などが必要でな
く余分な工数が不要となる。また、係合する方向を上方としたから、組み立て作業性も良
好であり、市場でのサービス性も同様に良好とすることができる。
【００１７】
　また、垂直片は、基板から一体で形成されるからその形状の精度がよく、また強度も十
分である。
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１９】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の実施の形態１における空気調和機の室外ユニットの構成を示すものであ
る。また、図２は図１における要部の分解斜視図、図３及び図４はそれぞれ基板の引っ掛
け部、切起こし固定部の組立ての状態を示す断面図である。
【００２０】
　図１において、１は、室外ユニットの下面を構成する基板、２は、ファンモータ３を固
定するファンモータ台、４は、ファンモータ３の先端に取り付けられるプロペラファン、
５は、熱交換器、６は、ファンモータ台２の上部に取り付けられる連結板である。
ファンモータ台２は、その下部を基板１に固定され、その上部は、連結板６を介して外箱
前板（図示なし）と熱交換器５に固定される。
【００２１】
　また、基板１の中央には、図２のように上面に突き出した凸形状部７を設け、凸形状部
の上部側に前方に開口するコの字形状の引っ掛け部８を基板と一体で設けている。また、
引っ掛け部８の両側には、中央にネジ座９を有する切起こし固定部１０を同様に基板１と
一体で設けている。そして、切起こし固定部１０は、垂直ではなくその上端をやや後方側
に傾けている。
【００２２】
　また、ファンモータ台２は、左右の支柱部１１と中央のモータ固定部１２と下部の下部
板１３、上部の上部板１４、それらを連結する垂直な面を有する正面板１５で構成される
。支柱部１１は、上下方向の剛性を確保するように構成され、モータ固定部１２には、そ
の中にファンモータ３を挿入されて固定される。また、下部板１３は、正面板１５を水平
に折り曲げて連結された形状であり、基板１に固定される。また上部板１４は、同様に正
面板１５を水平に折り曲げて連結された形状であり、連結板６に固定される。
【００２３】
　そして、下部板１３は、図２のように中央に係合平面部１６を設け、またその両側の正
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面板１５にネジ穴１７を設けている。係合平面部１６の幅は、前記基板１の引っ掛け部８
の幅とほぼ同じであり、その後方側は下部板１３と正面板１５にまたがる穴となっている
。また、ネジ穴１７の周囲の形状は、正面板１５より下部を前方に突き出して下部板１３
と接する形状となっている。つまり、ネジ穴１７周囲の形状は、垂直ではなく後方下側に
向けて前述の切起こし固定部１０と同じ角度の傾斜した面となっている。
【００２４】
　一方、上部板１４と連結される連結板６は、その前端を下方に折り曲げて外箱前板（図
示んなし）と固定され、その後端は、熱交換器５を挟み込んで熱交換器５と固定される。
【００２５】
　以上のように構成された室外ユニットについて、以下その動作、作用を説明する。
ファンモータ台２の組立て手順としては、まずファンモータ台２のモータ固定部１２にフ
ァンモータ３を装着してネジ固定し、次にファンモータ台２を基板１の凸形状部７に臨ま
せる。そして、基板１の引っ掛け部８にファンモータ台２の下部板１３の係合平面部１６
を前方からスライドして挿入し、図３のように引っ掛け部８と係合平面部１６を嵌合させ
る。そのとき図４のように同時に基板１の切起こし部１０のネジ座９とファンモータ台２
のネジ穴１７が合致するからネジを用いて基板１とファンモータ台２を固定する。そして
その後、ファンモータ台２の上部板１４に連結板６を固定する。連結板６は、外箱前板（
図示せず）と熱交換器５に固定され、ファンモータ台２は固定される。
【００２６】
　このようにファンモータ台２にファンモータ３を装着してファンモータ台２を基板１に
臨ませるとファンモータ台２の重心が前方に片寄るが、基板１の引っ掛け部８がファンモ
ータ台２の係合平面部１６を挟み込んでいるからファンモータ台２の前方への倒れを規制
できる。
【００２７】
　上記では、ファンモータ台２にファンモータ３を搭載してから、ファンモータ台２を基
板１に固定する手順としたが、ファンモータ台２を単独で基板１に固定する場合でも、同
様にファンモータ台２の動きを規制できることは言うまでもない。
【００２８】
　以上のように、本実施の形態１においては、基板１の引っ掛け部８とファンモータ台２
の係合平面部１６を係合する構成としたから、基板１の引っ掛け部８がファンモータ台２
の下部板１３を基板１に密着させて強固に固定保持することができる。従って、ファンモ
ータ台２の仮固定を安定させることができてネジの締め付け作業を容易にすることができ
る。また、仮固定の治具の使用などが必要でなく余分な工数が不要となる。
【００２９】
　また、引っ掛け部８を前方が開口したコの字形状として係合する方向を前方としたから
、組み立て作業性も良好であり、市場でのサービス性も同様に良好である。
【００３０】
　また、引っ掛け部８及び切起こし固定部１０は、基板１から一体で形成されるからその
形状の精度がよく、また強度も十分である。さらに引っ掛け部８及び切起こし固定部１０
の形成でできた基板１の穴は、ファンモータ台２の下部板１３で被うから美観も良好であ
る。
【００３１】
　また、基板１の切起こし固定部１０は、その上端を後方に傾け、またファンモータ台２
のネジ穴１７の周囲形状も同様に同じ角度に傾斜しているから、ネジ固定のとき、斜め下
に向けてのネジ固定作業となり、基板１の周囲の壁に規制されることもなく作業性はさら
に向上する。
【００３２】
　（実施の形態２）
　図５、図６は、本実施の形態２における空気調和機の室外ユニットの構成を示すもので
ある。なお、上記実施の形態と同一部分については同一番号を付してその説明を省略する
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。図５において、基板１の中央には、上面に突き出した凸形状部７を設け、凸形状部７の
中央には、角穴１８を設けている。また、各穴１８の両側には、中央にネジ座９を有する
切起こし固定部１０を基板１と一体で設けている。そして、切起こし固定部１０は、垂直
ではなくその上端をやや後方側に傾けている。
【００３３】
　また、ファンモータ台２の下部板１３には、中央後方の正面板１５の近傍に下部板１３
から下側に突き出して後方側に開口を有するコの字形状の引っ掛け部である支持爪１９を
設け、またその両側の正面板１５にネジ穴１７を設けている。支持爪１９の幅は、前記基
板１の角穴１８の幅とほぼ同じであり、その後方側は下部板１３と正面板１５にまたがる
穴となっている。また、ネジ穴１７の周囲の形状は、正面板１５より下部を前方に突き出
して下部板１３と接する形状となっている。つまり、ネジ穴１７周囲の形状は、垂直では
なく後方下側に向けて前述の切起こし固定部１０と同じ角度の傾斜した面となっている。
【００３４】
　以上のように構成された室外ユニットについて、以下その動作、作用を説明する。
全体の手順としては、上記の実施の形態と同じであるのでファンモータ台２の下側の組立
て手順を説明する。
【００３５】
　まず、ファンモータ台２の下部板１３を基板１の凸形状部７に臨ませ、そして、基板１
の角穴１８にファンモータ台２の下部板１３の支持爪１９を挿入する。そして、ファンモ
ータ台２を後方にスライドして移動させ、図６のように角穴１８の後方の壁面の下側に支
持爪１９を位置させる。そのとき前述の図４のように同時に基板１の切起こし部１０のネ
ジ座９とファンモータ台２のネジ穴１７が合致するからネジを用いて基板１とファンモー
タ台２を固定する。
【００３６】
　このようにファンモータ台２にファンモータ３を装着してファンモータ台２を基板１に
臨ませるとファンモータ台２の重心が前方に片寄るが、ファンモータ台２の支持爪１９が
基板１の角穴１８の後方の壁を支持しているからファンモータ台２の前方への倒れを規制
できる。
【００３７】
　以上のように、本実施の形態２においては、ファンモータ台２の支持爪１９が基板１の
角穴１８の後方の壁面と係合する構成としたから、ファンモータ台２の支持爪１９がファ
ンモータ台２の下部板１３と基板１を密着させて強固に固定保持することができる。
従って、ファンモータ台２の仮固定を安定させることができてネジの締め付け作業を容易
にすることができる。また、仮固定の治具の使用などが必要でなく余分な工数が不要とな
る。また、支持爪１９を後方が開口したコの字形状としてファンモータ台２を後方に移動
して組み立てるから、組み立て作業性も良好であり、市場でのサービス性も同様に良好と
することができる。
また、ファンモータ台２の支持爪１９は、下側に形成されているため組立て後は、外観に
露出することがないから外観が滑らかで良好となる。また切起こし固定部１０の形成でで
きた基板１の穴は、同様にファンモータ台２の下部板１３で被われるから美観が損なわれ
ることは無い。
【００３８】
　（実施の形態３）
　図７、図８は、本実施の形態３における空気調和機の室外ユニットの構成を示すもので
ある。なお、上記実施の形態と同一部分については同一番号を付してその説明を省略する
。
【００３９】
　図７において、基板１の中央には、上面に突き出した凸形状部７を設け、凸形状部７の
中央には、基板１から直立して一体で形成し、面を左右方向に向けた垂直片２０を設けて
いる。また、垂直片２０の両側には、中央にネジ座９を有する切起こし固定部１０を基板
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１と一体で設けている。そして、切起こし固定部１０は、垂直ではなくその上端をやや後
方側に傾けている。
【００４０】
　また、ファンモータ台２の下部板１３には、中央後方の正面板１５の近傍に前後に長い
スリット穴２１を設け、またその両側の正面板１５にネジ穴１７を設けている。スリット
穴２１の大きさは、前記台枠１の垂直片２０が挿入できる大きさであり、台枠１の垂直片
２０の後端とファンモータ台２の正面板１５は、スリット穴２１を介して接触する構成と
なっている。ネジ穴１７の周囲の形状は、正面板１５より下部を前方に突き出して下部板
１３と接する形状となっている。つまり、ネジ穴１７周囲の形状は、垂直ではなく後方下
側に向けて前述の切起こし固定部１０と同じ角度の傾斜した面となっている。
【００４１】
　以上のように構成された室外ユニットについて、以下その動作、作用を説明する。
全体の手順としては、上記の実施の形態と同じであるのでファンモータ台２の下側の組立
て手順を説明する。
【００４２】
　まず、ファンモータ台２の下部板１３を基板１の凸形状部７に臨ませ、そして、基板１
の垂直片２０にファンモータ台２のスリット穴２１を位置させてファンモータ台２を上方
から載置する。すると基板１の垂直片２０の後端とファンモータ台２の正面板１５が接触
した状態となる。また、同時に前述の図４のように基板１の切起こし部１０のネジ座９と
ファンモータ台２のネジ穴１７が合致する。その状態でネジを用いて基板１とファンモー
タ台２を固定する。
【００４３】
　このようにファンモータ台２にファンモータ３を装着してファンモータ台２を基板１に
臨ませるとファンモータ台２の重心が前方に片寄るが、基板１の垂直片２０がファンモー
タ台２の正面板１５と接触しているからファンモータ台２の前方への倒れを規制できる。
【００４４】
　以上のように、本実施の形態３においては、ファンモータ台２のスリット穴２１を介し
て正面板１５と基板１の垂直片２０が接触するする構成としたから、基板１の垂直片２０
がファンモータ台２の前方への倒れを規制してファンモータ台２の下部板１３と基板１を
密着させて強固に固定保持することができる。
【００４５】
　従って、ファンモータ台２の仮固定を安定させることができてネジの締め付け作業を容
易にすることができる。また、垂直片２０及び切起こし固定部１０は、その方向が上方を
向いており、ファンモータ台２は、上方から装着できるから、組み立て作業性も良好であ
り、市場でのサービス性も同様に良好とすることができる。
【００４６】
　また、基板１の垂直片２０は、面が左右方向に向いていて、つまり正面板２０に対して
直角に配置されているからファンモータ台２の傾き方向に対して支持する垂直片２０の強
度も十分である。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機の室外ユニットは、ファンモータ台の取り付
け構造に関して、その作業性やサービス性を向上させたもので、空気調和機以外の電気機
器でも適用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の実施の形態１における空気調和機の室外ユニットの分解外観図
【図２】同室外ユニットの要部の分解斜視図
【図３】同室外ユニットの基板の引っ掛け部組立て状態の断面図
【図４】同室外ユニットの基板の切起こし固定部組立て状態の断面図
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【図５】本発明の実施の形態２における空気調和機の室外ユニットの要部の分解斜視図
【図６】同室外ユニットの支持爪部の組立て状態の断面図
【図７】本発明の実施の形態３における空気調和機の室外ユニットの要部の分解斜視図
【図８】同室外ユニットの垂直片部分の組立て状態の断面図
【図９】従来の室外ユニットの構成を示す斜視図
【図１０】従来の室外ユニットのファンモータ台を示す斜視図
【符号の説明】
【００４９】
　１　基板
　２　ファンモータ台
　３　ファンモータ
　７　凸形状部
　８　引っ掛け部
　９　ネジ座
　１０　切起こし固定部
　１３　下部板
　１５　正面板
　１６　係合平面部
　１７　ネジ穴
　１８　角穴
　１９　支持爪
　２０　垂直片
　２１　スリット穴

【図１】 【図２】

【図３】
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